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平
成
十
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
私
た
ち
の
平
戸
市
民
病
院
が
、

保
健
総
合
施
設(

平
戸
市
保
健
セ
ン

タ
ー)

「
サ
ン
ケ
ア
平
戸
」
と
と
も

に
産
声
を
上
げ
て
、
は
や
九
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
旧
平
戸
市

立
南
部
病
院
の
残
し
た
膨
大
な
赤
字

の
清
算
に
お
わ
れ
な
が
ら
、
新
た
な

時
代
に
合
っ
た
病
院
運
営
も
併
せ
て

行
っ
て
き
た
結
果
、
ま
ず
ま
ず
順
調

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
過
ぎ
去
っ
た
八
年
間
を
振
り
返
る

と
、
取
り
残
さ
れ
て
い
た
南
部
地
区

の
健
診
受
診
率
の
向
上
が
は
か
ら
れ
、 

先
駆
け
て
い
た
中
部
地
区
と
同
等
の 

健
康
の
水
準
に
達
し
ま
し
た
。
旧
紐

差
病
院
時
代
か
ら
、
県
北
で
は
一
番

乗
り
し
て
産
声
を
上
げ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
評
価
さ
れ
、
「
県
北
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

医
療
機
器
の
整
備
で
は
、
全
身
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
の
更
新
、
時
代
に
即
応
し

た
心
臓
や
腹
部
超
音
波
機
器
の
導
入
、

最
新
の
内
視
鏡
機
器
の
導
入
、
県
北

で
は
最
高
の
水
準
に
あ
る
検
査
室
機

能
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
県
北
で
い
ち

早
く
整
備
さ
れ
た
病
棟(

一
般
病
棟
・

療
養
病
棟)
は
、
厚
生
労
働
省
が
全

国
に
整
備
を
義
務
づ
け
る
前
か
ら
完

成
の
域
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
県
北

で
は
数
少
な
い
小
児
専
門
医
が
常
勤

し
、
一
般
の
診
療
機
能
は
、
必
要
と

さ
れ
る
地
域
医
療
を
十
分
満
た
し
て

お
り
、
加
え
て
手
術
治
療
ま
で
で
き

る
整
形
外
科
、
眼
科
治
療
な
ど
は
特

筆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
旧
紐
差
病

院
と
旧
南
部
病
院
の
合
併
の
際
、
市

民
の
皆
様
に
お
約
束
し
て
ま
い
り
ま

し
た
こ
と(

平
戸
市
民
病
院･･

平
成

六
年
度
策
定)

は
、
職
員
の
血
の
に

　 

じ
む
努
力
に
加
え
、
勤
務
し
て
い
た

だ
い
た
医
師
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

果
た
し
て
こ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

   

こ
れ
か
ら
の
市
民
病
院 

　
長
年
の
不
況
が
、
私
た
ち
の
病
院

運
営
に
も
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
で
取
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
医
師
不
足
は
、
こ

の
平
戸
で
は
い
っ
そ
う
深
刻
で
す
。 

　
し
か
し
、
医
療
の
提
供
は
こ
れ
ま 

で
以
上
の
質
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地

域
を
支
え
る
介
護
保
険
事
業
も
、
医

療
が
あ
っ
て
こ
そ
よ
り
質
が
高
ま
る

の
で
す
。
そ
う
し
て
住
み
慣
れ
た
こ

の
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長

生
き
す
る
よ
う
願
っ
て
お
ら
れ
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
、 

我
々
平
戸
市
民
病
院
の
使
命
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
広
報
誌
を
通
じ
て
、
皆
様
方

に
病
院
の
運
営
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
く
、
定
期
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
愛
読
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
よ
り
よ
い
病

院
づ
く
り
に
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
、
発
刊
に
寄
せ
て

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

発
刊
に
寄
せ
て 

院
長
　
押
　
淵
　
　
徹 

市民病院広報　（２） 



          

★
自
動
受
付
機
に
診
察
券
を
通
す
こ

と
で
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
に
登
録
。 

受
付
表
が
発
行
さ
れ
ま
す
。 

　
初
診
の
方
は
、
医
事
窓
口
で
手
続

き
を
行
い
、
二
回
目
の
ご
来
院
か
ら

自
動
受
付
機
の
利
用
と
な
り
ま
す
。 

         

★
医
師
は
、
端
末
か
ら
必
要
な
オ
ー

ダ
を
入
力
し
ま
す
。 

         

★
医
師
が
入
力
し
た
オ
ー
ダ
情
報
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
瞬
時
に
医

事
会
計
シ
ス
テ
ム
に
登
録
。
オ
ー
ダ

実
施
確
認
後
会
計
と
な
り
ま
す
。 

         
★
医
師
の
オ
ー
ダ
に
基
づ
い
て
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
血
液
検
査
等
が
行

わ
れ
ま
す
。
採
血
後
二
〇
分
か
ら
三

〇
分
で
検
査
結
果
が
わ
か
り
ま
す
。

デ
ー
タ
確
認
後
、
診
療
科
へ
デ
ー
タ

を
送
信
し
ま
す
。 

         

★
医
師
オ
ー
ダ
と
密
に
連
携
す
る
看

護
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

看
護
オ
ー
ダ
入
力
を
は
じ
め
、
看
護

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
出
力
や
空
床
状
況

の
確
認
な
ど
、
充
実
し
た
体
制
・
環

境
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　オーダリングシステムとは、伝票や処方箋内容を医師がコンピュータに入力することによっ 

て、処方箋処理から医事会計までを電子化したシステムです。当院では、１５年度から稼動し 

ています。診療科と医事会計・検査等の各部門をつなぎ、外来患者様の待ち時間の短縮などの 

患者サービスの向上、業務の迅速化、効率化に効果を発揮しています。 

（３）　市民病院広報 



         

　
四
月
一
日
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
戸
は
初
め
て
で
す
が
、

海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
と
っ

て
も
素
敵
な
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
外
科
を
担
当
し
て
お
り
、
超
音

波
検
査
、
上
部
及
び
下
部
消
化
管
内

視
鏡(

胃
内
視
鏡
、
大
腸
内
視
鏡)

検

査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
怖
が
ら
ず
に

必
要
な
時
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
池
田
祐
司
j
j
j
j

 

 

　
私
は
昨
年
の
十
二
月
ま
で
名
古
屋

の
病
院
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

主
に
整
形
の
病
棟
で
、
膝
の
靭
帯
損

傷
を
専
門
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
若

い
患
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
内
科
的
疾
患
を
も
つ
患

者
さ
ん
の
看
護
を
す
る
と
い
う
事
が

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

平
戸
へ
帰
っ
て
来
て
、
こ
の
市
民
病

院
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
階
は
混
合
で
疾
患
も
幅
が
広
い

た
め
、
不
安
や
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
光
代

j
j
j
j

 

 

　
本
年
四
月
か
ら
、
平
戸
市
民
病
院

で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤

澤
博
孝
で
す
。
出
身
は
平
戸
の
木
場

町
で
す
が
、
平
戸
の
文
化
や
名
産
な

ど
に
は
イ
マ
イ
チ
知
識
不
足
な
点
が

あ
り
ま
す
。
学
生
の
時
平
戸
を
出
て
、

外
か
ら
故
郷
を
見
た
時
、
や
は
り
平

戸
は
い
い
な
と
感
じ
、
地
域
で
貢
献

す
る
た
め
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ゆ
く
ゆ
く
は
平
戸
の
文
化
や
名
産
を

語
れ
る
よ
う
勉
強
し
ま
す
。 

　
今
の
目
標
は
、
早
く
仕
事
を
覚
え

一
人
前
の
看
護
師
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
す
が
、
病
院

や
地
域
活
動
で
、
平
戸
市
民
と
の
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
ち
な
み
に
、
趣
味
と
し
て
は
ス
ポ

ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
参
加
し
よ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
澤
博
孝 

池田　祐司　医師 松田　光代　看護師 

藤澤　博孝　看護師 
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は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
今
ま
で
名

古
屋
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。 

　
高
齢
者
と
し
か
接
し
た
こ
と
が
な

く
、
と
ま
ど
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
親
切
に

指
導
し
て
頂
き
、
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
休
日
に
は
大
好

き
な
海
へ
行
き
、
貝
を
と
っ
た
り
ア

ラ
カ
ブ
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

向
こ
う
と
は
違
い
、
平
戸
は
時
間
が

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
、
大
変
お
ち
つ
く

私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
こ
の
ふ
る
さ

と
で
働
け
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
日
高
久
美
子 

j
j
j
j

　
本
年
度
か
ら
新
規
採
用
に
な
っ
た

松
口
で
す
。
引
き
続
き
二
階
一
般
病

棟
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
か
ら
感
じ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、

市
民
病
院
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
と

て
も
優
し
く
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
人
前
で
は
す
ご
く
緊
張
し
ま

す
が
、
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る
性

格
で
す
。
み
な
さ
ん
と
仲
良
く
な
っ

て
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
口
留
美

　 

        j
j
j
j

 

　
四
月
か
ら
二
階
病
棟
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
今
ま
で
整

形
外
科
で
四
年
間
と
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
少
し
働
き
な
が
ら
看
護
学
校

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
よ
う
や
く

看
護
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
約
三
週
間
程
で
す
が
、
働
い
て
み

て
看
護
師
と
い
う
職
業
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
先
輩
方
に
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
さ
と
み

　 

       j
j
j
j

 

　
四
月
か
ら
看
護
助
手
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
今
ま
で
経
験
が
な
く
す

べ
て
の
事
が
初
め
て
で
、
戸
惑
い
や

不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
に
色
々

教
え
て
い
た
だ
い
て
勉
強
に
な
り
、

徐
々
に
慣
れ
て
き
て
ま
す
。
失
敗
や

迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
を
勉
強
し
て

い
き
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 
鋒
屋
　
ゆ
り

         j
j
j
j

　
二
月
か
ら
勤
務
し
て
お
り
ま
す
中

島
理
津
子
で
す
。
経
験
も
知
識
も
未

熟
で
何
か
と
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま

す
が
、
頑
張
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
好
き
な
事
は
、
ひ
た
す
ら
に
眠
る

こ
と
で
、
今
の
季
節
は
昼
寝
ば
か
り

し
て
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
理
津
子

　 

日高久美子　看護師 

松口　留美　看護師 

永田さとみ　看護師 

鋒屋　ゆり　看護助手 中島理津子　看護師 

（５）　市民病院広報 



病院内で「たばこ」は吸えません 

　近年、医療や介護の現場では、患者様のQOL(生

活の質)の向上づくりが大きな課題となっていま

す。こうしたことから平戸市民病院では、患者

様が快適に入院生活が遅れるよう療養環境の整

備に努めており、本年2月には病室に電動ベッド

40台を導入しました。1日中ベット上で過ごす

患者様からは、快適な入院生活ができるように

なったと喜ばれています。 

　また、マットレスは、定期的に消毒洗濯ずみ

の寝心地の良い褥瘡予防マットレスを使用して

おり、いつも清潔で満足した生活が送れるよう

心がけています。 

　5月1日から、市民病院内は終日禁煙となり、

屋外の指定された場所以外の喫煙はできません。

受動喫煙防止等を盛込んだ｢健康増進法｣が、昨

年5月に施行されたことによるもので、全国的に

も公共施設や病院で、禁煙対策が盛んに進めら

れています。 

　愛煙家にとっては、肩身のせまい思いをして

いるのではないかと考えられますが、「たばこ」

を吸わない方の立場を尊重し、快適な院内環境

を守るため、市民皆様のご理解とご協力をお願

いいたします。 

市民病院広報　（６） 



【基本健診・大腸がん検診（個別）】 

◆健（検）診期間：９月１日（水）～９月30日（木）＜休診日を除く＞ 

◆対　 象 　者：40歳以上で職場健診を受けていない方 

　　　　　　　　30～39歳で国民健康保険に加入している方 

◆受　 診 　料：基本健診・・・無料 

　　　　　　　　大腸がん検診・・・500円（70歳以上の方は無料） 

実　施　月　日 受　付　時　間 実　施　場　所 

６/９ 

６/10 

６/15 

６/16 

６/23 

６/24 

６/29 

６/30 

７/７ 

７/８ 

７/13 

７/14 

7／28 

７/29 

８/４ 

８/６ 

（水） 

（木） 

（火） 

（水） 

（水） 

（木） 

（火） 

（水） 

（水） 

（木） 

（火） 

（水） 

（水） 

（木） 

（水） 

（金） 

多目的集会施設（前津吉） 

志々伎ふれあい会館 

多目的研修センター（津吉） 

根獅子公民館 

獅子ふれあい会館 

宝亀第２公会堂 

自然休養村センター 

サン・ケア平戸 

サン・ケア平戸 

高越公会堂 
中津良ふれあい会館 
船越公会堂 
早福公民館 
猪渡谷集落センター 
堤営農センター 

野子厚生会館 
宮の浦漁民研修センター 

飯良公会堂 
木ヶ津公会堂 

大川原第１公会堂 
深川公会堂 

中野小主師分校 
中野漁民センター 

9：00～10：30 
13：30～15：00
9：00～10：30 
13：30～15：00
9：00～10：30 
13：30～15：00

9：00～10：30 
13：30～15：00
9：00～10：30 
13：30～15：00
9：00～10：30 
13：30～15：00

9：00～10：30 
13：30～15：00

9：00～10：30 
13：30～15：00

9：00～10：30 
13：30～15：00

9：00～10：30 
13：00～15：00

9：00～10：30 
13：00～15：00

9：00～10：30 
13：00～15：00

9：00～10：30 
13：00～15：00
9：00～10：30 
13：00～15：00
13：00～15：30 
17：00～20：00

9：00～10：30 
13：00～15：00

（７）　市民病院広報 



　平成14年度から糖尿病教室を当院で再開する

ようになりました。久しぶりの教室だったため、

14年度には4回(講義形式3回、バイキング1回)行

ったところ、もっと開催してほしいと嬉しい声

をいただき、15年度には、5回開催することが

できました。 

　1５年度は、初めての試みとして体験コーナー

を行いました。体験コーナーには、①運動コー

ナー②麻痺体験コーナー③フットケアコーナー

④栄養相談コーナーの4つを設けました。 

　運動コーナーでは、ストレッチ、正しい歩行

の方法を、実際に体を動かして学習しました。 

　麻痺体験コーナーでは、片麻痺になった状態

を装具をつけて体験し、眼についても、白内障

になった状態を体験しました。 

　フットケアでは、実際に足を洗ったり、鏡を

使って足の裏を観察する方法を学習しました。

栄養相談では、パンやそばを使って、実際自分

が何回かんでいるのかを数えたり、昨日食べた

野菜の量を計ったりと、時間が足りないくらい

盛り上がりました。 

　初めての試みだった体験コーナーですが、受

講者の方に評判もよく、また行ってほしいとい

う声をたくさんいただきましたので、１６年度

も体験コーナーを充実できるように、スタッフ

一同努力していきます。 

　１６年度の第１回糖尿病教室は、６月18日(金)

に開催予定です。今回は講義形式ですが、皆さ

んがとても興味ある食事についてもお話があり

ますので、たくさんの参加をお待ちしています。 

糖尿病教室は、患者さんばかりでなく、糖尿病に興味がある方、学習したい方ならどなた 

でも参加できますので、気軽にご参加ください。 
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　こんにちは。私たちは「平戸市民アスレチッ

クス」というソフトボールチームです。市民病院・

保健センター職員で主にメンバーを構成してい

ます。昨年から、平戸・北松地区の6つの病院が

集まって開催している「とびうおリーグ」に参

加しており、昨年は、得失点差で惜しくも２位

という結果でした。今年は7チームが集まりまし

た。今年こそは優勝できるように、練習を積ん

で頑張りたいと思います。 

　本年度、4月11日(日)に「とびうおリーグ」が

開幕しました。初戦は、初参加の菊地病院との

対戦で12対5と見事に勝利!　第2戦は、強豪の青

洲会病院との対戦で、一進一退の攻防となり、9

対9の引き分けに終わりました。これからも随時、

試合結果がわかり次第ご報告していきたいと思

います。皆様のご声援よろしくお願いします。 

●平戸市民アスレチックス
　平戸市民病院・保健センターを中心に中南部

出先機関と一緒に、職員間の親睦と健康づくり

を目的としたバドミントンクラブの発足から4か

月が経とうとしています。初心者で空振りばか

りだった私も、なんとかイチローの打率なみに

は打ち返せるようになりました(＾o＾)　ゞ 

　一緒に汗を流すことにより、職場では決して

見られないようなお茶目な一面や意外な方の運

動神経の良さに、驚き感心したりと発見の連続で、

老若男女楽しんでます。練習は毎週火曜日に行

っています。 

●バドミントンクラブ
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木
ヶ
津
の
普
門
寺
の
墓
地
に
は
、

第
三
十
五
代
松
浦
藩
主
、
松
浦
燕(

観

中
公)

及
び
そ
の
妻
、
蓁
子
夫
人
、
側

室
幾
世
の
方
と
の
間
に
生
ま
れ
た
お

秀
様
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
観
中
公

の
父
、
三
十
四
代
松
浦
静
山
は
、
文

人
大
名
と
し
て
知
ら
れ
、
一
八
二
一

年(

文
政
四
年)

甲
子
の
夜
か
ら
書
き

始
め
た｢

甲
子
夜
話｣

は
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
々
の
伝
聞
を
集
め
た
大
書 

で
、
全
二
八
〇
巻
に
も
お
よ
び
ま
す
。 

　
信
長
、
秀
吉
、
家
康
の
性
格
を
例

え
た
「
鳴
か
ぬ
な
ら
殺
し
て
し
ま
え

ホ
ト
ト
ギ
ス
」、「
鳴
か
ぬ
な
ら
鳴
か

し
て
み
よ
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
」、「
鳴
か

ぬ
な
ら
鳴
く
ま
で
ま
と
う
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
の
言
葉
を
最
初
に
使
っ
た
の
も

松
浦
静
山
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

           

　
学
者
で
あ
り
、
歌
人
で
あ
り
、
天

下
の
三
勇
士
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
剣

の
達
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
静
山
は
、
そ
の
息
子
で
あ
る
観
中

公
に
幼
少
の
頃
か
ら
高
名
な
家
庭
教

師
を
就
け
、
い
ず
れ
は
幕
府
の
要
職

と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の

頃
は
平
戸
藩
の
財
政
も
困
窮
し
て
お

り
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
観
中
公
も
文
人
と
し
て
優
れ
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
自
作
の
句
碑
を

残
し
て
い
ま
す
。
観
中
公
の
墓
の
横

に
は
、
蓁
子
夫
人(

松
平
定
信
の
娘)

、

す
ぐ
近
く
に
お
秀
様
の
お
墓
が
並
ん

で
い
ま
す
。
お
秀
様
は
、
一
度
、
京

に
嫁
が
れ
ま
す
が
、
離
縁
し
て
帰
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
棲
霞

園(

お
花
畑)

、
梅
屋
敷
な
ど
に
住
ま

わ
れ
、
こ
の
地
で
生
涯
を
終
え
ら
れ

ま
し
た
。 
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最
近
、
国
会
議
員
が
国
民
年
金
未

払
い
問
題
な
ど
で
世
間
を
騒
が
せ
て

い
ま
す
が
、
実
は
、
病
院
で
も
突
然

の
病
気
や
ケ
ガ
で
来
院
さ
れ
る
患
者

様
で
、
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
な
か

っ
た
り
、
保
険
料
未
払
い
で
ス
ム
ー

ズ
に
受
付
が
出
来
な
い
方
が
増
え
て

い
ま
す
。 

　
日
本
で
は
、
全
て
の
国
民
が
安
心

し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
い

ず
れ
か
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
よ

う
法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
『
国
民
皆
保
険
制
度
』
と
い
い

ま
す
。
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
、
い

ろ
ん
な
事
情
で
保
険
料
の
お
支
払
い

が
困
難
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
中
に
は
「
自
分
は
健
康

だ
か
ら
良
い
」
と
か
、
「
ケ
ガ
し
た

ら
入
れ
ば
良
い
」
な
ど
と
安
易
に
考

え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
も
し
、

無
保
険
で
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
た

場
合
、
病
院
に
受
診
さ
れ
る
事
を
た

め
ら
い
、
悪
化
し
て
か
ら
来
院
さ
れ
、

結
局
入
院
と
な
り
高
額
な
治
療
費
を

請
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
症
状
に
も
よ
り
ま
す

が
、
特
に
手
術
等
を
さ
れ
な
く
て
も
、

無
保
険
で
一
か
月
入
院
さ
れ
る
と
、

約
四
十
万
円
ほ
ど
の
治
療
費
が
か
か

り
ま
す
。
健
康
保
険
で
の
給
付
は
、

窓
口
の
支
払
い
が
軽
減
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
高
額
療
養
費
の
払
戻
制
度

な
ど
、
皆
様
に
と
っ
て
有
利
な
制
度

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
貴
重
な
こ

の
制
度
を
守
り
、
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

地域住民の健康と命を守るため、職員一同信頼と期待に応え 

られるよう頑張っています。あなたの力をお待ちしています。 

ご不明の点は、気軽にご相談ください。 

■問合せ先　　平戸市民病院　業務係 

　　　　　　　ＴＥＬ 0950－28－1113

皆さん、健康保険にはきちんと 

入っていますか？ 

どうしよう～具合 

悪いけど、健康保 

険に加入してない 

から病院にいけな 

いわ… 
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平
戸
市
民
病
院
で
は
、
広
報
を 

充
実
さ
せ
る
た
め
広
報
委
員
会
を 

立
上
げ
ま
し
た
。
病
院
の
基
本
理 

念
及
び
日
々
の
取
組
み
を
的
確
に 

伝
え
、
患
者
様
、
家
族
、
地
域
の 

皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
吸
収
し
、
双
方 

向
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り 

な
が
ら
活
動
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。 

「
市
民
病
院
だ
よ
り
」
も
過
去
三 

一
号
ま
で
発
行
い
た
し
ま
し
た
が
、 

今
回
か
ら
タ
イ
ト
ル
も
「
竜
ん
お 

と
し
子
」
と
改
め
ま
し
た
。
平
戸 

島
の
形
が
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
に
似 

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
由
来
し
て
い 

ま
す
。
内
容
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ 

し
て
、
定
期
的
に
年
四
回
の
発
行 

を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
を
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。
広
報
に
関
し 

て
の
ご
意
見
ご
質
問
を
お
寄
せ
く 

だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

種
岡)

診　療　科 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 

内　　　科  

外　　　科  

整 形 外 科  

眼　　　科  

小　児　科  

内　視　鏡  

押　淵 

飯　野 

 

柴　田 

鈴　木 

飯　岡 

山　口 

吉　山 

光　武 

池　田 

押　淵 

 

戸　川 

柴　田 

鈴　木 

飯　岡 

山　口 

吉　山 

光　武 

池　田 

押　淵 

飯　野 

戸　川 

 

鈴　木 

飯　岡 

山　口 

吉　山 

光　武 

池　田 

 

飯　野 

戸　川 

柴　田 

鈴　木 

飯　岡 

山　口 

吉　山 

光　武 

池　田 

 

飯　野 

戸　川 

柴　田 

鈴　木 

飯　岡 

山　口 

吉　山 

光　武 

池　田 

（平成16年６月２日現在） 

広報委員を紹介します。写真左から 

田中管理栄養士、井手看護師、立山 

事務長、種岡検査技師、豊住理学療 

法士、大谷看護師、漆看護師の７名 

です。よろしくお願いします。 

受付時間　午前７時45分から午前11時00分まで 
診察時間　午前８時30分から午後５時15分 
休　　診　土、日、祝祭日及び12月29日から１月３日 

★受付及び診療時間は、診療科で異なる場合がありますので、各診療科へご確認下さい 
★急患は時間外でも受付ます 
★平日夜間、休診日の診療は当直医が診察します 
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